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平成18年の萩市の出来事

国民文化祭・フラメンコ

市民憲章

■
市
長
コ
ラ
ム
No.20

２００６10月
「御成道・たまち駐車場」
がオープン
　観光ミックス型商店街を
目指す田町商店街の活性化
を図るため、平成 16 年度
から整備を進め、新しい駐
車場が完成

１日

「着物ウィーク in萩」開催
　着物が似合う町・萩をＰ
Ｒするイベントを今年初め
て開催

１日

主要県道「萩・川上線」が完成
　松陰神社前交差点から長
添山トンネルを抜け、道の
駅「萩しーまーと」まで結
ぶ長さ1.9㎞の道路が開通

７日

山口県立美術館・浦上記念
館開館10周年
　萩市名誉市民の浦上敏朗
氏から寄贈されたコレク
ションをもとに平成８年
10月に開館
　人間国宝・「三輪壽雪の
世界」展が開催（10 月７
日～11月26日）

14日

萩有料道路無料化促進萩市
民会議が発足

20日

指月公園が「日本の歴史公
園１００選」に選定

27日

２００６11月
「国民文化祭やまぐち

2006」開催
　山口県で開催され、萩市
でも、陶芸展、文芸祭「川
柳」、シンポジウム「歴史と
まち並み」、たまがわde ！
フラメンコ、民謡・民舞の
祭典の５つの事業を開催

３日

新「萩市」の市民憲章、
市の木・花・果樹・生物を制定
　萩ふるさとまつりのオー
プニングセレモニーで発
表。市の果樹は全国初の制
定

11日

萩・三隅道路飯井第１橋が連結
●明石第１トンネルが貫通
　（８月）
●飯井第１橋が連結（11月）

17日

世界文化遺産国内暫定一覧
表への追加提案書を提出
　山口県と共同で「萩城・
城下町及び明治維新関連遺
跡群」を文化庁に提案

27日

２００６12月
大島地区で無線を用いた高
速インターネット接続サー
ビス開始

１日

▷
松
下
村
塾
を
訪
れ
た

小
泉
前
首
相

　

本
年
も
残
り
は
、あ
と
わ
ず
か
。

毎
日
の
新
聞
に
は
、「
談
合
」「
い

じ
め
」等
の
活
字
が
踊
る
。
暗
い
、

沈
ん
だ
気
分
と
な
る
。
し
か
し
目

を
転
じ
て
、
今
年
の
全
国
大
会
出

場
者
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ

れ
程
多
く
の
出
場
者
が
あ
っ
た
年

は
な
い
の
で
は
。
小
・
中
・
高
・

一
般
と
年
代
別
で
も
活
躍
が
目
立

つ
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ス
ポ
少
は

じ
め
団
体
・
個
人
で
球
技
・
格
技
・

陸
上
競
技
等
で
大
活
躍
。
極
め
尽

き
は
、
５
年
連
続
12
回
出
場
の
萩

工
業
高
ラ
グ
ビ
ー
部
。
花
園
で
年

末
28
日
、
札
幌
の
高
校
と
対
戦
。

文
化
面
で
は
、
萩
高
合
唱
部
が
中

国
地
方
代
表
と
し
て
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
初
出
場
の

快
挙
。

　

そ
し
て
、
相
島
中
の
長
井
紀
幸

君
が
、「
全
日
本
英
語
弁
論
大
会
」

で
堂
々
第
４
位
に
入
賞
。「
相
島

物
語
」
の
題
で
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
「
僕
の
ク
ラ
ス
は
、
僕

一
人
」
と
語
る
。
英
文
等
は
後
頁

に
掲
載
。
読
ん
で
い
る
と
何
か
ほ

の
ぼ
の
と
心
温
か
く
な
る
。

　

そ
れ
で
は
よ
い
お
年
越
し
を
！
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この１年を振り返って平成18年の２ ０ ０ ６

長州ファイブジュニア

山口福祉文化大学

２００６２月
藍場川が「全国疏水１００
選」に選定（農林水産省）

２日

田万川総合事務所が完成
17日

２００６３月
萩まちづくり懇話会を開催
　昨年 10 月から今年３月
にかけて、東京・大阪・福
岡で開催。萩出身者等から、
新「萩市」のまちづくりや
地域振興について提言

椿西小学校の完成
　平成16年度から新築工事
を進めてきた校舎等が完成。
コミュニティ・スクールと
して特別教室を地域に開放

文化財施設の整備・改修
●旧萩藩校明倫館南門の
　周辺施設
●旧山中家住宅（浜崎町）
●吉田松陰誕生地広場

農業施設の完成
●千石台のむつみ大根集出
　荷施設に、大根洗浄選別
　施設が完成
●道の駅「ゆとりパークた
　まがわ」横に、田万川農
　産物加工施設が完成

２００６４月
地域包括支援センターを設置
　高齢者の生活を支える総
合的機関として、新たに萩
地域と須佐地域に設置

１日

萩商工高校が開校
　萩商業と萩工業の統合で
新たに設置された「萩商工
高等学校」が開校

10日

市議会議員選挙
　合併による議員の在任特
例の期間満了に伴い実施さ
れ、45 人の候補者から 30
人の議員が決定。任期は５
月１日から平成 22 年４月
末まで

23日

２００６５月
地域協議会を設置
　各地域の意見を市政に反
映させるため、萩、川上、
田万川、むつみ、須佐、旭、
福栄の７地域に設置。委員
は、各地域15人計105人

１日

菊ヶ浜が「快水浴場１００
選」に選定（環境省）

10日

農業・漁業施設の完成
●高俣地区に、中国地方最
　大の大型竹炭製造施設が
　完成
●玉江浦・倉江地区に、漁
　業集落道・緑地広場等が
　完成

２００６７月
長州ファイブ
●萩博物館で「長州ファイ
　ブ展～密航留学生と明治
　維新～」を開催
　（７月１日～９月３日）
●市内の中学生５人を「長
　州ファイブ」が学んだイ
　ギリス語学研修へ派遣
●10月28日から、映画「長
　州ファイブ」が県内先行
　上映

相島で証明書発行業務を開始
３日

萩国際大学が来年４月から
山口福祉文化大学に
　萩国際大学が来年４月か
ら山口福祉文化大学に改称
し、ライフデザイン学部を
新設

29日

２００６８月
萩市定住支援サイト「萩ふる
さとターン応援団」を開設
　団塊の世代を中心とした
ＵＪＩターン希望者の定住
を促進するため、相談窓口
を設置

１日

小泉首相が萩市を訪問
　小泉首相（当時）が萩市
を訪れ、野山獄、萩博物館、
高杉晋作誕生地、松下村塾、
吉田松陰・吉田庫三の墓、
吉田松陰誕生地を訪問。現
職の首相として、松陰ゆか
りの地の訪問は初めて

５日

萩市が平和都市宣言
６日

萩博物館　
入館者20万人突破

29日

萩市行政改革大綱を策定
31日

２００６９月
上津江水源地で、浄水施設
の建設工事に着手

14日

長州ファイブ

２００６１月
新市になって初めての成人
式。消防出初式（9日）は、
全地域で統一して開催。
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手前が萩市（三見飯井）

テレビ電話で記念通信する市長と大島小児童

　

12
月
１
日
、
大
島
で
県
内
初

と
な
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
無
線

シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
が
今
年
度
、
地
域
間
の
情

報
格
差
是
正
策
と
し
て
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整
備
支

援
制
度
を
創
設
。
こ
れ
を
受

け
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
山
口
支
店

が
無
線
・
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て

開
通
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
約

１
１
４
０
万
円
。

　

こ
れ
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
、
さ
ら

に
島
内
の
３
つ
の
基
地
局
と
各

家
庭
を
無
線
で
結
ぶ
サ
ー
ビ
ス

で
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
と
比
べ
て
通
信
の
速
さ
が

５
０
０
倍
以
上
あ
り
、
映
像
通

信
に
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

記
念
通
信
で
は
、
大
島
小
学

校
の
児
童
と
、
市
役
所
本
庁
の

野
村
市
長
が
Ｉ
Ｐ
テ
レ
ビ
電
話

を
使
っ
て
会
話
し
ま
し
た
。
ス

ム
ー
ズ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
映

像
に
子
ど
も
た
ち
は
「
画
面
を

通
し
て
会
話
で
き
る
の
は
と
て

も
楽
し
い
で
す
」。市
長
は
、「
島

し
ょ
部
で
も
、
大
都
市
と
同
じ

よ
う
に
、
情
報
を
入
手
し
、
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
教
育
・
文
化
・

産
業
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課

（
２
５
・
３
３
１
３
）

光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
無
線
を
用
い
た

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

三
隅
〜
明
石
間 

19
年
度
末
の
供
用
開
始
に
向
け
て

大
島
が
高
速
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ
た
！

　

11
月
17
日
、萩
市
椿
と
長
門
市
三

隅
中
を
結
ぶ
国
道
１
９
１
号
萩
・

三
隅
道
路
の
飯
井
第
一
橋
の
連
結

式
が
、橋
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
は
、
長
門
市
と
の
市
境

に
位
置
し
、
現
在
整
備
中
の
萩
・

三
隅
道
路
の
９
つ
の
橋
の
う
ち
で

延
長
３
０
２
ｍ
と
最
も
長
く
、
一

番
高
い
所
は
約
46
ｍ
あ
り
ま
す
。

工
事
費
は
約
18
億
円
。

　

長
門
市
三
隅
中
か
ら
萩
市
椿

に
至
る
延
長
15
・
２
㎞
の
事
業

で
す
。
一
般
国
道
１
９
１
号
の

鎖
峠
は
、
連
続
雨
量
が
１
５
０

㎜
に
達
す
る
と
、
全
面
通
行
止

め
に
な
り
、
主
要
幹
線
道
路
の

機
能
を
保
つ
際
の
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
山
陰
自
動
車
道

萩
・
三
隅
道
路

萩
と
長
門
を
結
ぶ
架
け
橋

の
当
面
活
用
路
線
（
自
動
車
専

用
道
路
）
と
し
て
、
利
便
性
の

向
上
と
円
滑
な
交
通
の
確
保
を

目
指
し
て
、
工
事
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
工
事

は
、
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
明
石
Ｉ
Ｃ
の

7.1
㎞
で
、
平
成
19
年
度
末
の
供

用
開
始
予
定
で
す
。

県内
初！

手前が萩市（三見飯井）

萩
・
三
隅
道
路
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萩
市
は
「
萩
城
・
城
下
町
及
び

明
治
維
新
関
連
遺
跡
群
」
を
「
世

界
文
化
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
」

へ
追
加
す
る
た
め
、
山
口
県
と
共

同
で
提
案
書
を
文
化
庁
へ
提
出
し

ま
し
た
。

　

萩
城
・
城
下
町
は
、
往
時
の
町

割
を
よ
く
と
ど
め
「
江
戸
時
代
の

地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち
」

と
し
て
、
世
界
的
に
も
希
有
な
例

で
あ
り
、
ま
た
、
明
治
維
新
の

関
連
遺
跡
群
は
、
欧
米
と
は
異
な

る
ア
ジ
ア
の
近
代
化
を
語
る
上
で

類
を
見
な
い
遺
産
で
あ
る
こ
と
か

ら
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
、
今
回
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
九
州
５
県
と
山
口
県
が

共
同
提
案
し
た
「
九
州
・
山
口
の

近
代
化
産
業
遺
産
群
」
に
は
、
萩

反
射
炉
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

萩
市
関
連
の
提
案
は
２
件
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
か
ら
公
募
制
が
採

用
さ
れ
、
全
国
か
ら
の
申
請
は
26

県
の
24
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
提
案
の
コ
ン
セ
プ
ト

①
資
産
の
名
称

　
「
萩
城
・
城
下
町
及
び
明
治
維

新
関
連
遺
跡
群
」

②
文
化
資
産
の
概
要

　

萩
城
・
城
下
町
は
萩
城
跡
を
中

心
と
し
て
開
府
以
来
４
０
０
年
の

時
を
経
た
今
も
な
お
町
割
を
よ
く

と
ど
め
、
か
つ
往
時
の
建
築
物
が

面
と
し
て
残
る
貴
重
な
近
世
の
都

市
遺
産
で
あ
る
。

　

ま
た
、
幕
末
期
、
藩
校
明
倫
館

や
松
下
村
塾
に
お
け
る
海
外
を
視

野
に
入
れ
た
教
育
に
よ
り
、
近
代

日
本
の
礎
を
築
い
た
幾
多
の
人
材

を
輩
出
し
、
ア
ジ
ア
の
中
で
い
ち

早
く
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
明
治

維
新
の
胎
動
の
地
と
な
っ
た
。

■
資
産
に
含
ま
れ
る
文
化
財

萩
城
・
城
下
町
と

明
治
維
新
の
文
化
財
を

世
界
文
化
遺
産
に
提
案

世
界
文
化
遺
産

国
内
暫
定
一
覧
表
へ
の

追
加
提
案
書
を
提
出
！

①
萩
城
跡
、
萩
城
城
下
町
、
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
、
旧
萩
藩

校
明
倫
館
お
よ
び
松
下
村
塾
を
コ

ア（
核
）ゾ
ー
ン
と
し
、
そ
の
周
辺

を
バ
ッ
フ
ァ（
緩

か
ん
し
ょ
う

衝
）ゾ
ー
ン
と
位

置
づ
け
る
。

②
文
化
財
数
は
、
萩
城
跡
を
は
じ

め
54
件

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
19
年
１
月
末
ま
で

　

暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
資
産
を

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
世
界

文
化
遺
産
特
別
委
員
会
で
選
定
し
、

文
化
財
分
科
会
の
了
承
を
得
る
。

・
平
成
19
年
２
月
１
日

　

文
化
庁
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加

を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
へ

提
出
。

・
平
成
19
年
６
月
中

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
に

お
い
て
、
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加

を
決
定
。

■
世
界
文
化
遺
産
と
は

　

人
類
が
歴
史
に
残
し
た
偉
大
な

文
明
の
証
明
と
も
い
え
る
遺
跡
や

文
化
的
な
価
値
の
高
い
建
造
物
、

こ
の
地
球
上
か
ら
失
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
貴
重
な
自
然
環
境
等
を
保

護
・
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

類
共
通
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

１
９
７
２
年
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で

採
択
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
条
約
」

（
締
結
国
数
１
８
２
）
に
基
づ
く

「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ

れ
て
い
る
物
件
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
18
年
７
月
現
在
で
８
３
０

件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

我
が
国
の
世
界
遺
産
一
覧
表
記
載

物
件
は
13
件
、
暫
定
一
覧
表
記
載

物
件
は
古
都
鎌
倉
の
寺
院
・
神
社
、

石
見
銀
山
な
ど
４
件
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
１
１
７
）

萩 城 跡 松 下 村 塾 萩 反 射 炉
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11
月
26
日
、
市
民
体
育
館
と
椿

西
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

14
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う

萩
工
ラ
グ
ビ
ー
部

５
年
連
続
12
回
目

　

萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
11
月

23
日
に
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
多

目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
た
県
決
勝

大
会
で
、
大
津
高
校
に
24
対
３
で

快
勝
し
、
12
月
27
日
か
ら
東
大
阪

市
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
高
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。

■
壮
行
式

▽
12
月
20
日（
水
）午
前
11
時
〜

▽
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
全
国
大
会
第
１
回
戦

▽
12
月
28
日（
木
）午
前
10
時
〜

▽
対
戦
校
＝
札
幌
山
の
手
高
校

（
南
北
海
道
）

前列左から、兼本文太（３年 萩東中卒）、藤田裕介（３年）、岸根有
ゆ う き

希（２年）、長岡
伸
し ん ご

悟（３年 大島中卒）、松本卓也（３年）、重原和也（３年）、藤原徹
て つ お

生（３年 萩西中
卒）、山下龍一（３年）
中列左から、佐藤喜

よ し ひ で

英（３年 萩東中卒）、末武涼
りょう

（３年 萩西中卒）、宮木啓
け い じ

次（３年 
萩東中卒）、田村健（２年）、浦田信幸（３年 萩西中卒）、宮本翔太（３年）、野村幸二

（３年 萩東中卒）、藤村郷
ご う き

樹（３年 萩東中卒）
後列左から、岡崎裕

ゆ う じ

始（３年 萩西中卒）、増野竜也（３年）、国
く に よ し

芳和明（３年）、佐伯
通
みちしげ

繁（３年 大井中卒）、吉田賢
さ と し

史（２年）、山根優
ゆ う や

也（３年 萩西中卒）、加藤愼
し ん ぺ い

平（３
年）、坂井京平（３年 萩西中卒）、上田竜

りょうへい

平（３年）

（
12
月
15
日
〜
16
日　

山
口
市
）

後列左から、世良友
と も な

菜（２年）、藤田友
ゆ り え

里恵（１年）、
久保川紗

さ き

希（２年）、藏永萌
めばえ

（２年）、大島あずさ（３
年）、末岡洋

ひ ろ み

美（３年）、熊谷尚
な お こ

子（３年）、原田恵
さ と み

未
（３年）

受
賞

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

山
口
県
文
化

特
別
功
労
賞

浦上 敏朗
（東京都　萩市名誉市民）

　

長
年
に
わ
た
り
、
日
本
浮
世
絵

協
会
（
現
国
際
浮
世
絵
学
会
）
常

任
理
事
や
東
洋
陶
磁
学
会
監
事
と

し
て
芸
術
振
興
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
日
本
浮
世
絵
商
協
同
組
合

を
設
立
し
、
浮
世
絵
の
保
存
・
普

及
に
努
め
る
な
ど
、
浮
世
絵
に

対
す
る
国
内
外
の
評
価
向
上
に
貢

献
。

　

ま
た
、自
ら
の
貴
重
な
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
全
て
を
ふ
る
さ
と
山

口
県
の
た
め
に
寄
贈
し
、県
立
萩
博

物
館
・
浦
上
記
念
館
の
建
設
・
開

館
の
契
機
と
な
る
。
更
に
、そ
の
後

も
作
品
の
寄
贈
を
継
続
し
て
同
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
に
努
め
る

な
ど
、山
口
県
の
芸
術
文
化
の
向
上

と
地
域
文
化
の
振
興
に
尽
力
。

萩
市
民
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優勝　平安古ママさんチーム

県
知
事
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
山
口

県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
役
員
と
し
て
生
活

衛
生
営
業
の
振
興
に
尽
力

○
生
活
衛
生
功
労
者

末
益 

克
彦

（
59
歳　

米
屋
町
）

萩東中学校陸上部

◎
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会（
女
子
の
部
）
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Hi everyone. My name is Nori. Today, I want to talk to you about me. I live 
a very different life from most of you. Did you know that I have no friends 
in my class? Please don't feel sorry for me. You see,the thing is, I am the 
only person in my class.
That's right, me. All by myself.

“How did this happen?” you ask. I live on a small island called Aishima. 
There are some schools in Hagi that have more people than all of Aishima. 
We have only 250 people on Aishima.
Life is slower on Aishima. Even the internet is slower on Aishima. We 
carry lots of very large watermelons; everywhere. I think that’s why not 
many people live on Aishima.
On Aishima, we have a 24 hour shop. It’s called the vending machine. Trust 
me, it’s not that exciting.
Last year at Aishima Junior High School, the 3rd grade was most of the 
school. Now they have gone and I was a little sad. There are only two 2nd 
graders this year and no 1st graders. That means that Aishima Junior High 
School has only 3 students. So I am a very important member of the school. 
If I’m sick, the school is in chaos. Not many students can say that.
So being the only 3rd grader, I am the big cheese, the top dog, the boss. 
Not that I’m mean to the 2nd graders. For a start there are two of them 
and one of me. I like to think of myself as their senpai or mentor.
Sports Day will be very interesting. Of course, I will be busy that day. I 
have a lot of speeches to do. Also I have to do the Matsuken Samba dance.
Culture Day will be very tough. It will be a long day and I will have many 
performances to do. Maybe I will have to do the Matsuken Samba dance 
again.
Sometimes I wish I had friends in my class. I have to answer every question. 
I can’t look around for other people to answer. I cannot hide in my class. I 
have to study very hard because the teacher knows when I don’t study.
In P.E. class, I am with the whole school. So recently, the three of us were 
practicing volleyball. Unfortunately we couldn’t play a game. 2 against 1 is 
not fair. I am good at table tennis, though. I practice table tennis a lot.
This is my last year of being by myself. I’m a little scared to leave Aishima. 
Next year, I will go to senior high school. I hope I’ll be okey. I will no 
longer be a ‘big fish in a small pond.’ I am 14 years old and on Aishima, 
there are no girls. So senior high school will be exciting. I think that when 
I go to senior high school, I will be distracted. I hope so.
I may not have any friends in my class, but I do feel lucky to live on 
Aishima. I live a different life, but a happy life.   

　僕には友達が一人もいないんだ。でも
心配しないで。なぜって？それは僕のク
ラスは僕ひとりだけだから。
　相島は小さな島で人口もわずか。生活
はとってもゆっくり、インターネットさ
えゆっくり。みんながどこでも大きなス
イカを抱えているんだ。
　でも、相島には 24 時間ショップがあ
るんだ。それは、自動販売機と呼ばれて
いる。楽しくはないけどね。(中略 )

　相島中学校は全校生徒がわずかに３
人、だから僕はとても大事な一人。もし
休んだりしたら学校は大混乱。でもそれ
はみんな言わないんだ。（中略）

　時々クラスに友達がいたらいいなって
思う。授業中はいつも全部の質問に答え
ないといけなし、隠れる場所はないし、
勉強してないとすぐに先生にわかっちゃ
うし。
　この前、体育の時間にバレーボールを
やったんだけど、残念ながら試合はでき
なかったんだ。２対１じゃ不公平だもん
ね。（中略）

　一人ぼっちの生活も今年で最後、相島
を離れるのはちょっと心配。来年は高校
に行く。でもたぶん大丈夫。もう僕は「井
の中の蛙」じゃないし。クラスには女子
がいなかったから、高校はちょっと僕に
は魅力的。（中略）
　クラスには誰も友達がいなかったけど
相島で本当によかった。みんなとは違う
けど楽しい生活だったから。

Tales from Aishima 「相島物語～ひとりぼっち～」

全国大会 
入賞 おめでとう！ 相島中３年

長井 紀
のりゆき

幸

高
たかまどのみや

円宮杯全日本中学校
英語弁論大会　第４位
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11
月
３
日
（
金
・
祝
）
か
ら
12
日
（
日
）
に
か
け
て
、「
第
21
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち

２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、「
陶
芸
展
」、「
文
芸
祭
・
川
柳
」、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
歴
史
と
ま
ち
並
み
」、「
た

ま
が
わ
de
！
フ
ラ
メ
ン
コ
」、「
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
」
の
５
つ
の
事
業
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
約
７
万
４
０
０
０
人
が
来
場
し
、
文
化
の
祭
典
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
育
ま
れ
て
き
た
萩
の
文
化
を
次
代
へ
し
っ
か
り
と
伝
承

し
て
い
く
と
と
も
に
、市
民
の
文
化
意
識
の
高
揚
と
新
た
な
文
化
の
創
造
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
文
化
の
中
で
「
歴
史
と

ま
ち
並
み
」
に
焦
点
を
あ
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
未
来
像
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
８
４
０
人
が
来
場
。

　

講
演
で
は
、
映
画
監
督
の
篠

田
正
浩
氏
が
萩
の
歴
史
と
文
化

に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
講
演
さ
れ
、
会
場
は
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
に
。
ア
ト
ラ
ク

　
（
左
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

吉
田
松
陰
と
い
う
人
の
人
生
を
、
存
在
を
抜
き
に
し
て
、
萩
の
歴

史
は
語
れ
な
い
し
、
吉
田
松
陰
を
抜
き
に
し
て
、
日
本
の
明
治
維
新

は
語
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
歴
史
学
の
定
説
に
な
っ
て
る

と
思
い
ま
す
。

　

安
政
の
大
獄
で
吉
田
松
陰
は
、
伝で

ん
ま馬

町
の
牢
で
殺
さ
れ
ま
し
た
。

伝
馬
町
で
は
斬ざ

ん
し
ゅ首

の
刑
で
す
ね
。
武
士
で
あ
り
な
が
ら
切
腹
さ
せ
ら

れ
な
く
て
打
ち
首
に
な
っ
た
。

　

な
ぜ
彼
は
伝
馬
町
で
殺
さ
れ
た
あ
と
、
世
田
谷
の
若
林
に
移
さ
れ

た
か
。
そ
れ
に
は
高
杉
晋
作
っ
て
い
う
人
間
と
、
桂
小
五
郎
っ
て
い

う
名
前
が
か
か
わ
っ
て
る
ん
で
す
。
伝
馬
町
で
殺
さ
れ
た
遺
体
は
、

桂
小
五
郎
が
何
と
か
か
ん
と
か
言
い
な
が
ら
、
吉
田
松
陰
の
遺
体
を

引
き
取
っ
て
、
小こ

づ
か
っ
ぱ
ら

塚
原
に
回え

こ
う
い
ん

向
院
と
い
う
お
寺
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

墓
所
を
つ
く
り
ま
し
て
そ
こ
に
埋
葬
し
た
ん
で
す
ね
。

　

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
小
塚
原
の
刑
場
の
横
に
埋
め
ら
れ
て
た

松
陰
の
遺
体
で
す
ね
。
首
と
胴
が
離
れ
て
、
そ
し
て
衣
類
は
全
部
、

刑
場
で
働
く
人
間
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
、
素
っ
裸
に
さ
れ
た
松
陰
の

肉
体
を
見
た
高
杉
晋
作
と
伊
藤
俊
輔
（
博
文
）
は
こ
の
と
き
の
記

憶
を
書
い
て
ま
す
け
れ
ど
、「
必
ず
や
幕
府
を
や
っ
つ
け
て
や
ろ
う
」

と
こ
う
初
め
て
決
心
し
た
ん
で
す
ね
、
そ
し
て
こ
れ
が
実
は
、
倒
幕

の
炎
が
燃
え
出
し
た
瞬
間
だ
っ
た
と
。

　

司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
、
若
き
日
の
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
を
描
い
た

小
説
で
、「
死
ん
で
も
死
な
ぬ
」
と
い
う
井
上
馨
が
テ
ロ
を
受
け
た

と
き
の
台せ

り
ふ詞

を
短
編
小
説
の
題
名
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
実
は
萩
に
お
け
る
革
命
の
一
番
原
点
が
、
東
京
都
世
田
谷

区
若
林
で
、
も
っ
と
言
え
ば
、
南
千
住
の
回
向
院
小
塚
原
か
ら
明
治

維
新
の
炎
が
燃
え
上
が
っ
た
と
い
う
こ
と
を
私
は
申
し
上
げ
た
い
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
萩
で
起
き
た
明
治
維
新
は
、
実
は
萩
で
起
き
た

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
萩
の
外
で
起
き
た
と
い
う
こ
と
を
僕
は
力
説
し
た

く
て
、
じ
ゃ
あ
歴
史
の
ま
ち
、
萩
の
ま
ち
並
み
は
一
体
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
提
案
し
た
い
ん
で
す
ね
。

（
講
演
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
し
た
）

シ
ョ
ン
で
は
明
倫
小
学
校
の
児

童
が
、毎
朝
朗
唱
し
て
い
る「
松

陰
先
生
の
こ
と
ば
」
を
学
年
ご

と
に
朗
唱
。最
後
に
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
西
山
徳
明
氏
（
九

州
大
学
教
授
）
と
野
村
市
長
な

ど
４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、
萩

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
取
り
組

み
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

陶芸展

５
日（
日
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
歴
史
と
ま
ち
並
み
」

↑
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篠
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
松
門
左
衛
門
（
原
作
）
の
映
画
「
鑓や

り

の
権ご

ん
ざ三

」
っ
て
い
う
の
は
、

こ
の
萩
で
今
か
ら
20
年
前
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
、
私
の
代
表

作
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
萩
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
長
州
で
私
は

随
分
映
画
を
つ
く
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
長
州
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
す

ば
ら
し
い
江
戸
の
景
観
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

山
陰
一
帯
に
生
え
て
い
る
黒
松
の
美
し
さ
っ
て
い
う
の
は
、
本
当

に
来
る
度
に
い
い
な
と
思
っ
て
、
そ
の
松
並
木
を
撮
影
し
よ
う
と

思
っ
て
ロ
ケ
ハ
ン
し
て
、
１
９
８
５
年
に
初
め
て
萩
の
ま
ち
へ
や
っ

て
来
ま
し
た
。

　

菊
ヶ
浜
の
海
辺
の
向
こ
う
に
、
指
月
城
の
城
壁
が
タ
ァ
ー
と
昇
っ

て
る
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
馬
場
の
光
景
に
な
る
な
と
。
そ
う
思
っ

て
ま
ち
の
中
に
入
っ
て
き
ま
し
た
ら
、
何
と
崩
れ
か
か
っ
た
武
家
屋

敷
の
土
塀
が
私
の
目
の
前
を
遮
っ
て
ま
す
。
特
に
私
の
心
を
打
っ
た

の
は
、
口
羽
家
の
長
屋
門
で
し
た
ね
。
あ
の
見
事
な
生
土
塀
を
、
あ

の
長
屋
門
を
見
た
と
き
、「
あ
っ
、
こ
れ
で
「
鑓
の
権
三
」
が
撮
影

で
き
る
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
鍵か

い
ま曲

が
り
の
道
筋
も
、
城
下
町
の

技
巧
そ
の
も
の
だ
し
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
江
戸
の
武
家
屋
敷
の

ま
ち
が
こ
こ
に
あ
る
と
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
山
陰
地
方
は
、
幸
か
不
幸
か
、
日
本
の
街

道
か
ら
外
れ
て
で
き
て
ま
す
か
ら
、
余
計
な
手
が
加
え
ら
れ
な
く
て

残
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
大
変
貧
し
い
経
済
時
間
を
経
過
し
て
い
る

か
ら
、
こ
れ
が
残
っ
て
い
た
ん
だ
と
い
う
皮
肉
で
も
あ
っ
た
と
思
う

ん
で
す
ね
。

　

そ
の
う
ち
に
、
私
は
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
お
仕
事
を
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
、
幕
末
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
司
馬
さ
ん
の
「
世

に
棲
む
日
日
」
や
「
翔
ぶ
が
如
く
」
や
、
た
く
さ
ん
の
地
方
大
名
の

下
級
武
士
た
ち
が
、
日
本
の
近
代
化
に
手
を
貸
し
た
と
い
う
歴
史
を

知
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と
い
う
の
が
最
近
騒
が
れ
て
ま
す
け
ど
、
本

当
に
や
さ
ぐ
れ
て
ろ
く
な
生
活
も
し
て
い
な
い
下
級
侍
が
、
イ
ギ
リ

ス
へ
留
学
し
て
、
最
新
の
政
治
状
況
と
、
文
明
を
目
の
当
た
り
に

体
験
し
て
萩
の
ま
ち
へ
帰
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
落
差
か
ら
尊
皇
攘
夷

じ
ゃ
な
く
て
、
新
し
い
近
代
日
本
を
つ
く
ら
な
き
ゃ
な
ん
な
い
と
い

う
変
身
を
す
る
っ
て
い
う
の
が
、
と
て
も
大
き
な
事
件
に
な
っ
て
い

く
ん
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
が
萩
の
出
身
だ
と
い
う
、
お

ら
が
国
か
ら
こ
ん
な
政
治
家
が
出
た
、
英
雄
が
出
た
ん
だ
ぜ
っ
て
、

こ
う
自
慢
話
は
や
る
ん
で
す
け
ど
、
一
番
大
き
な
歴
史
の
景
色
と
い

う
の
は
、
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
行
っ
た
と
き
の
そ
の

景
色
と
、
こ
の
武
家
屋
敷
の
ま
ち
と
の
こ
の
落
差
、
こ
の
中
に
長
州

萩
は
何
を
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
見
え
る
わ
け
で
す
。
彼
ら
が
そ
の

と
き
見
た
の
は
19
世
紀
の
蒸
気
機
関
車
が
走
り
、
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ

た
ら
蒸
気
機
関
車
の
ト
ン
ネ
ル
の
音
が
も
の
す
ご
く
て
、
び
っ
く
り

仰
天
し
て
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な
衝
撃
の
音
。

　

そ
れ
ま
で
こ
の
静
か
な
萩
で
、
蒸
気
機
関
車
が
ト
ン
ネ
ル
に
つ
っ

こ
む
と
き
の
音
な
ん
て
聞
く
こ
と
も
な
い
、
そ
れ
が
日
本
人
が
文
明

開
化
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
、
も
の
す
ご
い
情
熱
と
苛
立
ち

と
、
そ
れ
を
突
き
動
か
し
て
い
く
衝
動
っ
て
い
う
も
の
は
、
静
か
な

城
下
町
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
く
と
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
、
実
は

こ
の
ま
ち
並
み
が
語
っ
て
い
る
本
質
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
「
鑓
の
権
三
」
を
撮
っ
た
と
き
に
は
、
そ
う
い
う
美
し
い
城

下
町
が
な
い
と
撮
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ
ば
っ
か
り
見
て
き
ま

し
た
け
れ
ど
、
今
か
ら
も
う
20
年
前
に
こ
の
萩
の
ま
ち
に
入
っ
て
き

た
と
き
に
、
萩
の
ま
ち
と
歴
史
と
い
う
も
の
と
、
今
20
年
た
っ
て
、

75
歳
に
な
っ
て
私
が
こ
の
ま
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
そ
こ

に
は
人
間
っ
て
い
う
も
の
が
、
い
か
に
も
の
の
考
え
方
、
感
じ
方
が

違
っ
て
き
て
る
か
と
。
そ
れ
が
実
は
歴
史
の
本
質
で
は
な
い
か
、
歴

史
と
は
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
今
し
み
じ
み
萩
の
ま
ち
へ
来

て
思
っ
て
ま
す
。（
中
略
）

（
右
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

「歴史とまち並み」 
映画監督　篠田 正浩

基調講演
シンポジウム

↑
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

４
日（
土
）

「
歴
史
と
ま
ち
並
み
」

陶
芸
展

３
日（
金
・
祝
）〜
12
日（
日
）

　

旧
久
保
田
家
住
宅
、
旧
田
中
別
邸
、
伊
藤
博

文
別
邸
の
３
会
場
で
、
全
国
か
ら
公
募
し
た
陶

芸
作
品
２
２
５
点
を
展
示
。

　

萩
陶
芸
家
協
会
に
よ
る
「
器
と
花
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
も
開
催
さ
れ
、
美
の
競
演
に
訪

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

西
堂
寺
に
伝
わ
る
民
話
を
題
材
に
し
た
創
作

フ
ラ
メ
ン
コ
「
ア
モ
ー
ル
de
お
菊
」
が
披
露
さ

れ
、
客
席
は
感
動
の
嵐
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
山
口
県
立
大
学
の
学
生
に
よ
る
フ
ラ
メ
ン

コ
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。

□
民
謡
・
民
舞
（
11
日
）

　

市
民
館
に
全
国
各
地
の
42
団
体
約
１
１
０
０

人
が
参
加
。遠
く
は
青
森
か
ら
の
出
演
も
あ
り
、

そ
の
土
地
に
伝
わ
る
民
謡
・
民
舞
が
萩
の
地
で

披
露
。

□
よ
さ
こ
い
大
会
（
12
日
）

　

県
内
外
か
ら
39
チ
ー
ム
約
９
３
０
人
が
、
自

慢
の
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。最
後
は
、市
役
所
前
の
国
道
で
参
加
チ
ー

ム
全
員
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
総
踊
り
」。
国
民

文
化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

最
高
潮
の
盛
り
上
が
り
。

器
の
輝
き

華
や
か
な

ス
ペ
イ
ン
舞
踊

熱
く
盛
大
に

文
芸
祭
「
川
柳
」

４
日（
土
）

　

市
民
館
に
全
国
か
ら
川
柳
愛
好
家
が
集
い
、

川
柳
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
井
上
剣
花
坊
誕
生

の
地
萩
か
ら
発
信
。
投
句
は
国
民
文
化
祭
史
上

最
多
の
５
万
６
７
３
４
句
。

入
賞
作
品
▽
【
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会
長

賞
】
福
間
敦
也
（
明
倫
小
１
年
）

「
ガ
ン
バ
レ
が 

は
し
る
せ
な
か
に 

き
こ
え
た
よ
」

文
芸
の
息
吹

□
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
探
訪

　

市
内
の
自
然
や
名
所
、
旧
跡
を
訪
ね
る
５

コ
ー
ス
に
１
５
４
人
が
参
加
。「
堀
内
・
城
下

町
コ
ー
ス
」
で
は
、
古
地
図
を
片
手
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
萩
の
ま
ち
を
散
策
し
ま
し
た
。

古
地
図
片
手
に

４
日（
土
）

５
日（
日
）
た
ま
が
わ
de
！
フ
ラ
メ
ン
コ

11
日（
土
）

12
日（
日
）
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
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エ
ル
の
足
に
電
極
を
通
し
、
筋
肉

が
ぴ
く
ぴ
く
す
る
様
子
を
観
察
し

た
よ
う
に
、
心
臓
の
動
き
も
電
気

刺
激
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

不
整
脈
の
種
類
と
症
状

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
興
奮
が
何
ら

か
の
原
因
で
正
常
に
伝
わ
ら
な
く

な
っ
た
状
態
を
不
整
脈
と
呼
び
ま

す
。
不
整
脈
の
種
類
に
は
、
大

き
く
分
け
て
脈
が
飛
ぶ
（
結
滞
）

期き
が
い外

収し
ゅ
う
し
ゅ
く

縮
、
脈
が
速
く
な
る
頻ひ

ん

脈み
ゃ
く、

脈
が
遅
く
な
る
徐

じ
ょ
み
ゃ
く

脈
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

不
整
脈
に
は
治
療
の
必
要
が
な

い
も
の
か
ら
危
険
な
も
の
ま
で
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
と
い
う
小
さ
な
機
械
で
治
療

で
き
る
不
整
脈
は
徐
脈
性
不
整
脈

で
す
。
徐
脈
性
不
整
脈
の
中
に
は

伝
導
路
が
障
害
さ
れ
る
「
房
室
ブ

ロ
ッ
ク
」
と
、
洞
結
節
自
体
の

働
き
が
加
齢
な
ど
で
低
下
し
、
規

則
的
な
電
気
刺
激
が
発
生
し
な
い

⑰

萩
市
民
病
院  　

２
５
・
１
２
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
整
脈
と
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療

医師：吉村　晃

　

心
臓
は
１
日
に
約
10
万
回
、
収

縮
と
拡
張
を
繰
り
返
す
高
性
能
な

ポ
ン
プ
で
す
。
こ
の
心
臓
か
ら
送

り
出
さ
れ
た
血
液
中
の
酸
素
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
人
間
は
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
心
臓
の
拍
動
リ
ズ
ム
は
、

心
臓
内
に
あ
る
洞ど

う
け
っ
せ
つ

結
節
と
呼
ば
れ

る
特
殊
な
細
胞
の
集
ま
り
か
ら
発

生
す
る
電
気
刺
激（
興
奮
）に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
洞
結
節
が

い
わ
ば
電
気
の
発
電
所
で
あ
り
、

心
房
や
心
室
を
収
縮
さ
せ
て
、
全

身
に
規
則
正
し
く
血
液
を
送
り
出

し
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
頃
、
理
科
の
実
験
で
カ

「
洞
不
全
症
候
群
」
が
あ
り
ま
す
。

　

１
分
間
の
脈
拍
数
が
40
を
切
る

よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
体
を
動

か
し
た
と
き
、
激
し
い
息
切
れ
が

起
こ
っ
た
り
、
脳
に
十
分
な
血
液

が
送
れ
な
く
な
る
た
め
意
識
が
も

う
ろ
う
と
し
た
り
、
ひ
ど
い
場
合

は
意
識
が
消
失
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
徐
脈
の
治
療
に

は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
現
在
、
日
本
の
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
の
年
間
植
え
込
み
件

数
は
お
よ
そ
１
万
３
０
０
０
件
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
仕
組
み

　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
、
大
き
く

分
け
て
電
池
と
電
気
回
路
を
組
み

合
わ
せ
た
発
振
器
（
ジ
ェ
ネ
レ
ー

タ
ー
）
と
、
こ
れ
に
接
続
し
た
細

長
い
電
極
（
リ
ー
ド
）
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
電
極
の
先
を
、
血

管
内
を
通
し
心
臓
に
取
り
付
け
発

振
器
と
電
極
を
接
続
す
る
と
、
発

振
器
か
ら
一
定
の
リ
ズ
ム
で
心
臓

に
電
気
刺
激
が
伝
わ
り
、
そ
れ
に

応
じ
て
心
臓
が
拍
動
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、患
者
さ
ん
の
体
動
、

呼
吸
数
、
心
電
図
上
の
変
化
な
ど

の
指
標
を
複
数
と
ら
え
て
、
よ
り

正
常
に
近
い
心
臓
の
リ
ズ
ム
を
つ

く
り
出
す
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
開

発
さ
れ
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ

ズ
も
現
在
で
は
20
ｇ
を
切
る
も
の

も
現
れ
、
ほ
と
ん
ど
生
活
に
不
便

を
感
じ
な
い
程
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の植

え
込
み

　

手
術
も
局
所
麻
酔
に
よ
る
簡
単

な
も
の
で
鎖
骨
下
の
皮
下
に
植
え

込
み
ま
す
。
手
術
時
間
も
お
よ
そ

１
〜
２
時
間
で
、
全
身
麻
酔
で
行

わ
れ
る
開
腹
手
術
や
開
胸
手
術
の

よ
う
な
大
が
か
り
な
手
術
と
は
異

な
り
、
内
科
系
の
医
師
も
行
っ
て

専門：内科・循環器科

い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
脈
を
と
る
習
慣
を
身

に
つ
け
、
脈
の
不
整
や
動ど

う
き悸

を

感
じ
た
と
き
は
病
院
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
が
ど
ん
な
不
整
脈

な
の
か
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

い
て
よ
い
も
の
な
の
か
、
危
険
な

不
整
脈
に
発
展
す
る
も
の
で
な
い

か
、
治
療
を
要
す
る
不
整
脈
な
の

か
、
な
ど
を
よ
く
聞
い
て
適
切

な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

治
療
し
な
く
て
も
よ
い
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
早
期
の

治
療
が
必
要
な
も
の
が
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
脈
を
と
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、

脈
の
不
整
や
動
悸
を
感
じ
た
と
き
は
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
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萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議
会
の
要
望
活
動

　

萩
・
石
見
空
港
の
利
便
性
の
向

上
を
目
指
し
て
、
11
月
28
日
、
浜

田
市
、
益
田
市
、
萩
市
お
よ
び
関

係
商
工
会
議
所
、
商
工
会
等
で
組

織
す
る
萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大

促
進
協
議
会
が
全
日
本
空
輸
株
式

会
社
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
本
社
で
、
東
京

路
線
の
発
着
時
刻
の
繰
り
下
げ
や

運
賃
の
引
き
下
げ
な
ど
、
地
元
の

署
名
を
提
出
し
、要
望
し
ま
し
た
。

　

運
賃
割
引
制
度
の
創
設
な
ど
に

つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
要
望
活
動

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
（
事
実

婚
を
含
む
）、
元
配
偶
者
、
恋

人
か
ら
の
身
体
的
・
精
神
的
な

暴
力
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
と
な
る

行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵

害
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
Ｄ
Ｖ
を
防
止
し
、
被
害

者
を
保
護
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

Ｑ　

Ｄ
Ｖ
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

①
身
体
的
暴
力　

殴
る
、け
る
、

髪
を
ひ
っ
ぱ
る
、
ひ
き
ず
り
ま

わ
す
な
ど
。

②
精
神
的
暴
力　

大
声
で
ど
な

る
、
実
家
や
友
人
と
の
つ
き
あ

い
を
制
限
し
た
り
、
電
話
や
手

紙
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り

す
る
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
な

ど
。

③
性
的
暴
力　

嫌
が
っ
て
い
る

の
に
性
行
為
を
強
要
す
る
、
中

絶
を
強
要
す
る
、
避
妊
に
協
力

し
な
い
な
ど
。

Ｑ　

萩
で
も
Ｄ
Ｖ
の
被
害
経
験

の
あ
る
人
が
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

平
成
16
年
６
月
に
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調

査
（
萩
市
、
阿
武
町
の
住
民

１
０
０
０
人
対
象
、
回
収
率

51
・
６
％
）
に
よ
る
と
男
性

6.5
％
、
女
性
17
・
９
％
が
、
Ｄ

Ｖ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

被
害
を
受
け
た
場
合
、
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
で
す

か
？

Ａ　

市
で
は
女
性
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
や

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
相
談
や
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
１
人

で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
女
性
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
２
５
・
３
３
６
６
）

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緊
急
用
）

（
０
１
２
０
・
２
３
８
１
２
２
）

Ｄ
Ｖ

　

市
で
は
、
小
郡
萩
道
路
や
山
陰

自
動
車
道
（
益
田
〜
萩
間
）
の
早

期
整
備
を
目
的
に
、
萩
・
小
郡
間

地
域
高
規
格
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
な
ど
４
つ
の
同
盟
会
を
主

宰
し
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動

や
市
民
の
皆
さ
ん
へ
工
事
現
場
見

学
会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
15
日
、
経
済
団
体
（
萩
・

益
田
商
工
会
議
所
）
と
合
同
で
、

国
土
交
通
省
や
地
元
選
出
国
会
議

員
へ
早
期
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
山
陰
自
動
車
道
の
益
田
〜

萩
間
は
、
い
ま
だ
に
予
定
路
線
区

間
で
あ
り
、
災
害
や
火
事
な
ど
の

緊
急
時
に
緊
急
車
両
等
の
通
行
確

保
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
早
期
整

備
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

◆
今
年
実
施
し
た
見
学
会

○
萩
・
三
隅
道
路
工
事
現
場
見
学

会
（
小
学
生
）（
８
月
）

※
見
学
会
の
絵
画
展（
９
〜
10
月
）

○
萩
・
三
隅
道
路
工
事
現
場
見
学

会
（
大
人
）（
９
月
）

○
萩
・
津
和
野
線
道
路
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
（
10
月
）

道
路
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動
・
見
学
会

▲萩・三隅道路工事現場見学会

を
続
け
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
11

月
か
ら
、
前
日
ま
で
の
予
約
で
通

常
よ
り
約
３
割
安
い
運
賃
で
利
用

で
き
る
割
引
制
度
「
特
割
１
」
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
東
京
路
線
の
利
用
し

や
す
い
ダ
イ
ヤ
改
正
や
運
賃
引
き

下
げ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
現
状
の

搭
乗
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、
よ
り
一
層
、
積
極

的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
小
郡
萩
道
路
工
事
現
場
見
学
会

（
同
盟
会
会
員
、議
会
議
員
）（
10
月
）

シリーズ⑤　男女共同参画コーナー

▲ＡＮＡ本社での要望活動

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
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11
月
11
日
・
12
日
、「
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

が
市
役
所
周
辺
と
田
町
商
店
街
で
開
か
れ
ま

し
た
。も
ち
ま
き
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続
き
、

鮮
魚
な
ど
農
林
水
産
物
の
販
売
や
、
丸
太
早

切
り
競
争
、
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
多
く

の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

12
日
は
、
萩
大
名
行
列
や
萩
時
代
パ
レ
ー

ド
な
ど
が
繰
り
出
す
「
萩
時
代
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
市
役
所
か

ら
金
谷
神
社
ま
で
約
２
㎞
。
歴
代
藩
主
役
や

修
復
さ
れ
た
ば
か
り
の
猿
田
彦
面
山
車
も
加

わ
り
、萩
の
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

23
人
が
難
関
突
破
！

　

萩
も
の
し
り
博
士
誕
生

　

11
月
23
日
、
明
倫
小
学
校
で
「
第
２
回
萩

も
の
し
り
博
士
検
定
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
２
３
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

修
士
課
程
に
は
１
０
５
人
が
受
験
し
、
94

人
が
合
格
。
博
士
課
程
で
は
受
験
者
１
２
９

人
中
、
合
格
者
は
わ
ず
か
23
人
と
い
う
狭
き

門
と
な
り
ま
し
た
。「
半
年
前
か
ら
準
備
を

し
て
き
た
」
と
い
う
博
士
合
格
者
も
。
萩
の

魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
再
発
見
で
き
ま
す
。

来
年
も
修
士
・
博
士
へ
の
挑
戦
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

萩
時
代
ま
つ
り

買
い
物
に
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

　

ス
ー
パ
ー
等
の
レ
ジ
袋
に
代
え
て
、
何
度

も
使
え
る
買
物
袋
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
・
作

製
す
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
金
賞
は
一
般
の

部
＝
河
内
フ
サ
子
さ
ん
（
古
萩
）、
小
学
生

の
部
＝
竹
本
沙
也
伽
さ
ん
（
明
倫
小
６
年
）、

中
高
生
の
部
＝
山
本
あ
ゆ
み
さ
ん
（
萩
商
高

３
年
）
で
す
。
応
募
総
数
１
６
８
点
。

　

廃
品
ス
カ
ー
ト
や
ベ
ル
ト
の
利
用
、
保
冷

機
能
付
き
な
ど
工
夫
の
あ
る
マ
イ
バ
ッ
グ
。

か
わ
い
ら
し
い
バ
ッ
グ
で
買
い
物
を
楽
し
み

な
が
ら
、レ
ジ
袋
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

歴代藩主の
パレード

アユの香
りが食欲
をそそる

平安古備組
（鍵曲にて）

もちまき
で幕開け
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「海斗ちゃん。正月に、いっしょに揚げようね」と浜村さん

飛
べ
！
空
高
く
舞
い
上
が
れ

見
島 

鬼
よ
う
ず

　

11
月
18
日
、
見
島
宇
津
地
区
の
浜
村
征
二

さ
ん
宅
で
、
正
月
の
空
に
揚
げ
ら
れ
る
畳
約

２
枚
分
も
の
大
き
さ
の
鬼
ヨ
ー
ズ
（
大
凧
）

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

見
島
で
は
、
長
男
が
生
ま
れ
る
と
出
生
を

祝
っ
て
、
年
の
暮
れ
に
親
族
な
ど
が
鬼
ヨ
ー

ズ
を
作
り
、
正
月
に
揚
げ
る
と
い
う
風
習
が

あ
り
ま
す
。
浜
村
さ
ん
宅
で
は
、
大
阪
市
在

住
の
長
男
、
治
さ
ん
夫
婦
の
間
に
１
月
に
生

ま
れ
た
孫
の
海
斗
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、
島
の

名
人
の
一
人
、
山
富
進
さ
ん
も
か
け
つ
け
て

作
り
ま
し
た
。

　

正
月
の
大
空
に
、
高
く
揚
が
れ
ば
揚
が
る

ほ
ど
、
そ
の
子
が
健
康
に
育
ち
、
幸
運
に
恵

ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ズ
の
出
荷
最
盛
期

　

川
上
地
域
で
は
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
本

格
的
に
ユ
ズ
栽
培
が
始
ま
り
、
現
在
は
約
50

戸
の
農
家
が
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ユ
ズ
は
料

理
の
香
り
付
け
や
、
薬
味
と
し
て
人
気
が
高

く
、
ま
た
、
し
ぼ
っ
て
ユ
ズ
酢
と
し
て
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
出
荷
量
の
見
込
み
は
約
60
ｔ
で
、

青
果
は
広
島
や
下
関
な
ど
の
市
場
へ
、
加
工

用
は
市
内
の
工
場
へ
と
出
荷
さ
れ
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ポ
ン
酢
へ
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
22
日
は
冬
至
で
す
。
冬
至
に
は
川
上

の
ユ
ズ
を
ユ
ズ
風
呂
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

山
陰
大
会

　

11
月
26
日
、
田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
山
陰
大
会
が
開
催

さ
れ
、
萩
市
の
ほ
か
、
益
田
市
や
阿
武
町
、

阿
東
町
な
ど
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
９
チ
ー
ム
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

寒
さ
を
ふ
き
飛
ば
す
勢
い
で
、
選
手
た
ち
は

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
得
点
が
入
る
た

び
に
、
観
客
席
か
ら
は
保
護
者
や
応
援
に
来

た
人
た
ち
の
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

萩

川上

田万川

「海斗ちゃん。正月に、いっしょに揚げようね」と浜村さん

指
月
公
園

日
本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選

　

都
市
公
園
法
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
実

施
さ
れ
た
「
日
本
の
歴
史
公
園
１
０
０
選
」

と
し
て
、
萩
の
指
月
公
園
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
同
公
園
は
、
築
城
か
ら
２
６
０
年
間
、

毛
利
36
万
石
の
居
城
と
し
て
栄
え
る
と
と
も

に
、
明
治
10
年
に
公
園
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
国
指
定
文
化
財
「
史
跡
萩

城
跡
」
で
あ
り
、
美
し
い
常
緑
広
葉
樹
林
に

覆
わ
れ
た
指
月
山
は
、
国
の
天
然
記
念
物
と

し
て
、
ま
た
北
長
門
海
岸
国
定
公
園
と
し
て

大
切
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
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シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア

　

12
月
２
日
・
３
日
、
道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」
で
開
催
さ
れ
、
赤
や
ピ
ン
ク
、
白

の
シ
ク
ラ
メ
ン
が
温
室
内
を
彩
り
、
訪
れ
た

方
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

直
売
の
ほ
か
、
全
国
発
送
も
受
け
付
け
、

親
し
い
人
へ
の
贈
り
物
に
と
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
雨
雪
の
ち
ら
つ
く
寒
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、温
室
の
中
は
お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
。

新
種
の
シ
ク
ラ
メ
ン
も
並
べ
ら
れ
、
ど
れ
に

す
る
か
、
熱
心
に
吟
味
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
家
庭
の
団
欒
の
場
に
飾
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

寒
い
む
つ
み
路
を

ひ
た
走
る

　

11
月
23
日
、
む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
「
む
つ
み
縦
走
駅

伝
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

今
年
で
43
回
目
を
迎
え
る
伝
統
の
駅
伝
大
会

で
、
33
チ
ー
ム
、
約
２
０
０
人
の
選
手
が
参

加
。
一
般
男
子
と
高
校
は
５
区
間
26
・
01
㎞
、

中
学
と
女
子
は
６
区
間
17
・
３
㎞
で
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

走
者
を
待
つ
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、
沿

道
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
声
援
に
、
思
わ
ず
笑

み
が
こ
ぼ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

　

11
月
23
日
、
須
佐
地
区
は
、
よ
こ
じ
ま
広

場
、
弥
富
地
区
は
、
馬
場
公
会
堂
を
そ
れ
ぞ

れ
会
場
に
須
佐
地
域
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
大
規
模
な
地
震
発
生
を

想
定
し
、
避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
煙

中
体
験
訓
練
、土
の
う
積
み
訓
練
が
行
わ
れ
、

弥
富
地
区
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

曇
り
空
の
気
温
が
低
い
中
、
多
く
の
地
域

住
民
の
方
が
参
加
さ
れ
、
真
剣
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

防
火
パ
レ
ー
ド

　

11
月
13
日
、
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
「
防
火
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

明
木
・
佐
々
並
両
地
区
の
園
児
や
小
学
生

が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、「
火
の
元
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
、
消

防
車
両
・
消
防
団
員
と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
を

し
ま
し
た
。

　

火
を
使
う
こ
と
が
多
い
季
節
、
年
末
の
あ

わ
た
だ
し
い
時
こ
そ
、
火
の
元
の
点
検
を
確

実
に
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

むつみ

旭

福栄

須佐
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む
つ
み
の
農
産
物
加
工
・
販
売
所

市
内
に
あ
る
農
林
産
物
加
工
・
販
売
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

道の駅
「うり坊の郷 katamata」

■ところ　国道３１５号と県道萩津和野線との
　交差点
■特色　むつみ地域の特産品・農産品等の販売
　を行う。おすすめは、猟期の始まった今が旬
　の「猪肉」、むつみの豚肉、手作りの寿司・
　餅（かき餅）・お菓子、トマトソフトクリー
　ムなど。食堂はやまぐち食彩店の認定を受け
　「シシ鍋定食」「シシ肉うどん」などがある。
　営業は、毎日午前８時〜午後５時。

こいこいがんこ村
■ところ　萩から阿東町方面、県道萩篠生線沿い
　の鍛治屋交差点近く
■特色　むつみの高齢者で運営する農産物加工販
　売所。おすすめは、地元農産物を使用した豆腐、
　そば、こんにゃく、寿司、あん餅、かしわ餅、
　まるごと弁当など。店頭には季節の野菜が並び、
　むつみの豚肉も販売。営業は、水・金・日曜日
　午前６時〜午後３時（売り切れ次第終了）。

キ
リ
シ
タ
ン
の
道

　

紫
福
地
区
に
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺

物
が
各
所
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

１
５
４
９
年
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
が
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
す
る
た
め
来
日
。

山
口
を
治
め
た
大
内
氏
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
保

護
し
、
多
く
の
人
た
ち
が
信
徒
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
毛
利
氏
の
時
代
に
な
る
と
、
幕

府
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
止
令
を
受
け
、
宣
教
師

を
追
放
す
る
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
厳

し
い
時
代
と
な
り
、
信
徒
た
ち
は
山
口
の
仁

保
周
辺
か
ら
、
紫
福
の
山
中
に
移
り
住
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
信
徒
た
ち
は

キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
守
り
、
至
福
の
と
き
を

待
ち
な
が
ら
ひ
っ
そ
り
と
生
活
し
ま
し
た
。

　

紫
福
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
至
福

が
な
ま
っ
て
「
シ
ブ
キ
」
に
な
っ
た
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

　
「
キ
リ
シ
タ
ン
祈
念
地 

至
福
の
里
」
は
、

長
い
間
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
放
置
さ
れ
て
い
た

キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
を
集
め
、
地
元
中
山
地
区

の
協
力
を
得
て
、
１
９
９
９
年
に
整
備
さ
れ

た
祈
念
地
で
す
。

　

仏
光
寺
や
長
久
寺
に
は
、
約
50
㎝
の
高
さ

の
祠

ほ
こ
ら

形
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
正
面

中
央
の
窓
か
ら
中
を
覗
く
と
、
合
掌
し
た
穏

や
か
な
顔
立
ち
の
人
が
見
え
ま
す
。
弾
圧
を

逃
れ
る
た
め
目
立
た
な
い
方
法
で
信
仰
し
た

当
時
が
忍
ば
れ
ま
す
。
他
に
も
伴バ

テ
レ
ン

天
連
の
墓

（
六
角
形
の
墓
石
、
宣
教
師
の
墓
と
い
わ
れ

る
）、
マ
リ
ア
観
音
や
十
字
を
象

か
た
ど

っ
た
家
紋

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

福栄

中山地区：人目のつきにくい裏山にある

仏光寺：祠の窓の中に、穏やかな顔

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
・
・
・

内装も木材をふんだんに利用
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り
災
証
明
書
の
発
行

　

り
災
証
明
書
（
気
象
災
害
）
の

発
行
は
、
原
則
と
し
て
災
害
発
生

か
ら
１
か
月
以
内
で
す
。

　

被
害
が
あ
る
場
合
は
、
印
鑑
、

被
害
が
わ
か
る
写
真
、
修
理
見
積

等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

防
災
・
安
全
課（
２
５
・
３
８
０
８
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請

　

１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
「
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の

登
載
を
行
い
ま
す
。
該
当
の
方
に

は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
記
入
方
法　

現
況
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
申
請
書
に
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
方
は
抹
消
し
、
新
た
に
資

格
を
有
し
た
方
は
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
方
法　

１
月
10
日
ま
で

に
、
申
請
書
を
萩
市
東
農
業
委
員

会
ま
た
は
萩
市
西
農
業
委
員
会
に

提
出

■
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
萩
市
東
農
業
委
員
会
（
田
万

川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福
栄
地
域
）、

萩
市
西
農
業
委
員
会
（
萩
・
川
上
・

旭
地
域
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
方

②
昭
和
62
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

③
農
地
の
耕
作
面
積
が
10
ア
ー
ル

以
上
で
、
耕
作
を
営
む
方
お
よ
び

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作

の
業
務
に
従
事
す
る
方

問
い
合
わ
せ

萩
市
東
農
業
委
員
会　
　
　
　
　

　
（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
４
０
０
）

萩
市
西
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
４
０
５
）

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
提
出

　

市
で
は
、
平
成
19
・
20
年
度
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
物
品
調
達

等
お
よ
び
業
務
委
託
の
指
名
競
争

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
審
査
の
申
請
を
、
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

　

指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
区
分

【
建
設
工
事
】
建
設
業
28
業
種

【
物
品
調
達
等
】
文
具
・
事
務
用

機
器
類
、家
具
類
、印
刷
・
製
本
類
、

電
気
通
信
機
器
類
、
医
療
・
理
化

学
機
器
類
、
産
業
・
工
作
機
器
類
、

車
両
・
船
舶
類
、
薬
品
類
、
油
脂
・

燃
料
類
、
材
料
類
、
繊
維
・
靴
・

鞄
類
、
文
化
体
育
用
品
類
、
写
真
・

写
真
用
品
類
、
消
防
用
品
類
、
そ

の
他
の
物
品
、
借
入
品

【
業
務
委
託
】
測
量
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
建
築
関
係
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
地
質
調
査
、
補
償
関

係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
保
守
・
管

理
、
調
査
・
分
析
、
電
気
通
信
サ
ー

ビ
ス
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
、

企
画
・
製
作
、
運
送
、
そ
の
他

※
市
水
道
事
業
お
よ
び
市
民
病
院

事
業
の
発
注
す
る
建
設
工
事
、
物

品
調
達
等
、
業
務
委
託
の
指
名
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
も
、
監
理
課
で
登
録
し

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
式
・
要
領

　

監
理
課
で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、

萩
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間
お
よ
び
申
請
方
法

•
更
新
申
請

　

平
成
17
・
18
年
度
に
市
の
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
し
て
い

る
方
は
、
平
成
19
年
１
月
９
日
か

ら
26
日
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
ピ

ン
ク
色
の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
込

み
、
持
参
ま
た
は
郵
送
等
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

•
新
規
申
請

　

平
成
19
年
１
月
29
日
か
ら
２
月

９
日
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
緑
色

の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
込
み
、
書
類

に
つ
い
て
回
答
で
き
る
方
の
持
参

ま
た
は
郵
送
等
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
監

理
課
（
２
５
・
３
４
７
４
）

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

遠
近
両
用
め
が
ね　

救
命
胴
衣　

健

康
器
具　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス　

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
カ
ー
ト　

扇
風
機　

カ
ラ
オ

ケ
ソ
フ
ト　

和
布
団
・
毛
布　

萩
市

史
（
２
、３
巻
）　

そ
う
め
ん
セ
ッ
ト

空
気
清
浄
機　

テ
レ
ビ　

五
月
人
形

洗
濯
機　

エ
レ
キ
ギ
タ
ー　

ス
チ
ー

ム
ク
リ
ー
ナ
ー　

ワ
ゴ
ン　

ピ
ア
ノ

シ
ャ
ン
デ
リ
ア　

学
習
机　

チ
ェ
ス

ト　

椅
子　

ス
キ
ー
板　

本
棚　

ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド　

座
椅
子　

チ
ャ
イ
ル

ド
ド
ア　

お
し
り
ふ
き
ウ
ォ
ー
マ
ー

ベ
ビ
ー
モ
ニ
タ
ー　

ベ
ビ
ー
布
団　

子
ど
も
服

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服
（
椿
東
小
女
子
、
萩

高
女
子
、
萩
東
中
男
子
、
高
俣
分
校

女
子
）　

登
山
用
の
杖　

机　

冷
蔵

庫　

パ
ソ
コ
ン　

木
製
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子　

チ
ェ
キ　

カ
メ
ラ
（
望
遠
）

本　

掃
除
機　

キ
ー
ボ
ー
ド　

ビ
デ

オ
カ
メ
ラ　

食
器
棚　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

こ

た
つ　

ピ
ア
ノ　

大
人
用
三
輪
車　

バ
イ
オ
リ
ン

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、ま
ず
広
報
課
（
２
５
・
３
１
７

８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
に
、
12
月
31
日
現
在
で

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
対

象
事
業
所
に
調
査
票
を
持
っ
て
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は

統
計
法
に
基
づ
き
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
４
３
１
）

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　

11
月
13
日
、
萩
市
内
で
多
額
の

現
金
を
入
金
さ
せ
る
振
り
込
め
詐

欺
が
発
生
し
ま
し
た
。「
携
帯
電

話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う

電
話
を
受
け
た
被
害
者
が
孫
と
勘

違
い
し
た
こ
と
を
利
用
し
て
、
翌

日
、そ
の
番
号
か
ら
電
話
を
し
て
、

「
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
監
査
が
あ
り
、
補
填
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
嘘

を
言
い
、
振
り
込
み
を
要
求
す
る

と
い
う
手
口
で
す
。 

　

同
様
の
手
口
が
萩
市
内
で
多
発

中
で
す
。
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
必
ず
本
人
確
認
を
し
、

萩
警
察
署
に
相
談
・
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

萩
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
（
２
６
・
０
１
１
０
）

指
定
の
取
り
消
し

　

次
の
業
者
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
お
よ
び
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
指
定
を
取
り
消
し
ま
し

た
。

◯
Ｈ
２
Ｏ
早
田
商
会
（
浜
崎
町
）

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

ま
た
は
下
水
道
建
設
課
（
２
５
・

４
６
５
１
）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

受
験
者
・
保
護
者
の
方
へ

　

１
月
20
日
と
21
日
、
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
会
場
と
な
る
萩
国

際
大
学
へ
の
自
動
車
・
バ
イ
ク
の

乗
り
入
れ
は
、
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ

テ
ス
ト
に
支
障
を
来
す
た
め
、
全

面
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　

試
験
会
場
へ
は
、
臨
時
路
線
バ

ス
、
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
国
際
大
学
学
務
課

　
　
　
　
　
（
２
４
・
４
０
１
７
）

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

ら
ご
協
力
を

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
、
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
」
こ

の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
検
察
官

の
行
っ
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て

「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権

製
業
、
非
鉄
金
属
・
同
合
金
圧
延

業
、
非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業
＝

１
時
間
７
６
４
円

○
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

製
造
業
＝
１
時
間
７
０
１
円

○
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
＝
１

時
間
７
４
４
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
＝
１

時
間
６
９
７
円

問
い
合
わ
せ

萩
労
働
基
準
監
督
署　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
７
５
０
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

萩
・
石
見
空
港
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

11
月
１
日
か
ら
、東
京
路
線
・
大
阪
路

線
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
し
た
。

◆新ダイヤ
東京　⇒　萩 ・石見空港　⇒　東京

出発 到着 出発 到着
6:55 ⇒ 8:40 9:30 ⇒ 10:50

14:00 17:05 17:30 20:10着１５：０５
発１６：００

大阪経由
⇒

着１８：３０
発１９：００

大阪経由
⇒

　

ま
た
、
新
た
な
割
引
制
度
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

【
特
割
１
】（
前
日
ま
で
の
予
約
）

◯
萩
・
石
見
〜
東
京

（
片
道
あ
た
り
）
２
万
３
１
０
０
円

（
通
常
料
金
３
万
２
１
０
０
円
）

◯
萩
・
石
見
〜
大
阪

（
片
道
あ
た
り
）
１
万
９
３
０
０
円

（
通
常
料
金
２
万
３
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審

査
員
が
審
査
を
し
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
一
般
国
民
の
代
表
と
し
て
の

仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ

山
口
地
方
裁
判
所
萩
支
部
内
萩
検

察
審
査
会
事
務
局　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
０
０
４
７
）

年
末
年
始
のパ

ス
ポ
ー
ト
業
務

　

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
理
・
交

付
は
、
年
末
年
始
の
12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
休
み
で
す
。

　

県
庁
内
旅
券
セ
ン
タ
ー
は
12
月

22
日
以
降
、
萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
萩
総
合
庁
舎
内
）
は
12
月

20
日
以
降
に
申
請
し
た
パ
ス
ポ
ー

ト
の
交
付
は
１
月
４
日
以
降
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
８
５
３
６
）

山
口
県
産
業
別
最
低
賃
金

　

12
月
15
日
か
ら
、
産
業
別
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
・
精
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■
参
加
料　

無
料

※
材
料
は
図
書
館
で
用
意

■
定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み

須
佐
図
書
館

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

橋
本
川
遊
歩
道

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

山
口
県
が
平
成
13
年
度
か
ら
進

め
て
き
た
橋
本
川
遊
歩
道
（
長
さ

２
１
５
０
ｍ
）
が
全
線
開
通
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し

て
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
16
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
（
小
雨
決
行
）

■
コ
ー
ス　

ス
タ
ー
ト
：
川
島
太

鼓
湾
↓
ゴ
ー
ル
：
河
添
河
川
公
園

■
集
合
場
所　

川
島
太
鼓
湾

■
対
象
者　

萩
市
民

■
参
加
料　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歩
き

や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ
た
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

土
木
課　
　
（
２
５
・
３
５
３
９
）

寄
付

　

萩
水
産
練
製
品
加
工
業
組
合

（
組
合
長　

長
谷
俊
次
）
か
ら
、

市
の
福
祉
施
設
へ
蒲
鉾
等
約
３
０

０
品
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

放
送
大
学
で

学
び
ま
せ
ん
か

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
に
居
な
が

ら
テ
レ
ビ
で
学
べ
る
通
信
制
の
大

学
で
す
。
学
び
た
い
科
目
を
１
科

目
か
ら
履
修
で
き
、
各
種
資
格
取

得
の
た
め
の
科
目
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
12　
ch
で
同
大
学
の
授
業

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
出
願
期
間　

12
月
15
日
〜
平
成

19
年
２
月
15
日

■
募
集
内
容

【
教
養
学
部
】
全
科
履
修
生
（
学

士
取
得
）、
選
科
履
修
生
（
１
年

間
在
学
）、
科
目
履
修
生
（
半
年

間
在
学
）

【
大
学
院
】
修
士
選
科
生
（
１
年

間
在
学
）、
修
士
科
目
生
（
半
年

間
在
学
）

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
（
０
８
３
６
・
８
８
・
３
０
２
０
）

清
ち
ゃ
ん
の
「
凧
づ
く
り
」

■
と
き　

12
月
27
日
（
水
）
午
後

３
時
30
分
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

須
佐
図
書
館

■
内
容　

凧
づ
く
り
・
凧
あ
げ

■
指
導　

高
橋
清せ

い
し司（

図
書
館
長
）

■
対
象
者　

小
学
生

12
月
は
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
第
３
期

納
期
で
す

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早

め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
方
は
、
12
月
25

日
に
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す

の
で
、
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督

促
料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◯
看
護
師
Ⅰ

■
受
験
資
格　

昭
和
46
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師

免
許
を
有
し
看
護
師
と
し
て
３

年
以
上
の
職
務
経
験
が
あ
り
、

市
内
に
居
住
で
き
る
者

◯
看
護
師
Ⅱ

■
受
験
資
格　

昭
和
51
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、看
護
師
免

許
を
有
し
看
護
師
と
し
て
の
職

務
経
験
が
３
年
未
満
の
者
、ま
た

は
平
成
19
年
２
月
実
施
予
定
の

看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
当

該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の

者
で
、市
内
に
居
住
で
き
る
者

■
募
集
人
数　

看
護
師
Ⅰ
、
Ⅱ

合
わ
せ
10
人
程
度

◯
薬
剤
師

■
受
験
資
格　

昭
和
46
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤

師
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た
は

平
成
19
年
３
月
実
施
予
定
の
薬

剤
師
国
家
試
験
に
合
格
し
当
該

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

で
、
市
内
に
居
住
で
き
る
者

■
募
集
人
数　

１
人

◯
管
理
栄
養
士

■
受
験
資
格　

昭
和
46
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
管
理
栄

養
士
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
平
成
19
年
３
月
実
施
予
定
の

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
合
格

し
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
者
で
、
市
内
に
居
住
で
き

る
者

■
募
集
人
数　

１
人

■
試
験
内
容　

専
門
試
験
、
適

性
検
査
、個
人
面
接
、健
康
診
断

■
試
験
日　

２
月
４
日
（
日
）

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
〜
平

成
19
年
１
月
12
日（
消
印
有
効
）

■
採
用
予
定
日　

平
成
19
年
４

月
１
日

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
２
５
・
１
２
３
９
）

市
職
員
（
萩
市
民
病
院
）

12
月
15
日
〜
１
月
12
日

萩
市
民
病
院
で
は
、看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

萩
へ
Ｕ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
へ
、お
知
ら
せ
下
さ
い
。

募
集

募
集
期
間
は
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明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
、
医
学
者
・
政
治
家
と
し

て
活
躍
し
た
、
萩
出
身
の
山
根

正ま
さ
つ
ぐ次

（
１
８
５
７
〜
１
９
２
５
）。

近
年
、
彼
の
集
め
た
貴
重
な
資

料
が
ご
子
孫
の
厚
意
で
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
根
正
次
は
、
幕
末
維
新
期

の
志
士
た
ち
の
手
紙
を
積
極
的

に
収
集
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
で
も

あ
り
、
そ
の
良
質
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
吉
田
松
陰
を

は
じ
め
、
久
坂
玄
瑞
や
高
杉
晋

作
な
ど
幕
末
の
志
士
た
ち
が
熱

い
思
い
を
込
め
て
し
た
た
め
た

手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

学
芸
員
・
研
究
員
が
展
示
解

説
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
23
日
（
土
）、

１
月
６
日
・
20
日
（
土
）
の
午

後
１
時
半
か
ら
約
１
時
間

　

松
陰
が
29
歳
の
安
政
5
年

（
１
８
５
８
）6
月
、
江
戸
に
遊
学

中
の
松
下
村
塾
生
に
送
っ
た
手
紙
。

松
陰
は
「
言
路
一
條
大
い
に
開
け

候
」
と
述
べ
て
い
る
。

12
月
18
日（
月
）
〜

　

平
成
19
年
４
月
８
日（
日
）山根正次

-

山
根
正
次
コ
レ
ク
シ
ョ
ン-

幕
末
志
士
た
ち
の
手
紙

　

世
界
の
昆
虫
や
日
本
の
昆

虫
を
一
堂
に
展
示
。
冬
の
虫

の
生
態
や
飛
ぶ
虫
の
姿
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

昆
虫
ワ
ー
ル
ド
in
萩

身
近
な
虫
た
ち
の

　
　
　
　
　

不
思
議
な
世
界

12
月
26
日
（
火
）
〜

　

平
成
19
年
２
月
28
日
（
水
）

●
萩
再
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●

21
は
ぎ
市
民
会
議
報
告
会

　

５
月
29
日
の
発
足
後
、
82
人
の

委
員
が
９
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
調

査
・
検
討
を
重
ね
た
内
容
を
市
へ

提
言
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
19
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
主
な
提
言
内
容

◯
教
育
部
会　

•
萩
市
に
ふ
さ
わ

し
い
教
育
環
境
の
創
出

◯
情
報
部
会　

•
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
情
報
の
発
信

◯
観
光
部
会　

•
宿
泊
施
設
お
よ

び
飲
食
施
設
の
商
品
力
の
強
化

◯
農
業
部
会　

•
積
極
的
な
担
い

手
募
集

◯
産
業
部
会　

•
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
支
援
策

◯
環
境
部
会　

•
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ

協
力
店
推
進
制
度
の
継
続

◯
福
祉
部
会　

•
地
域
に
お
け
る

「
児
童
ク
ラ
ブ
」

◯
生
活
部
会　

•
弱
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り

◯
プ
レ
ー
パ
ー
ク
部
会　

•
プ
レ

ー
パ
ー
ク
の
設
置
・
運
営
・
市
民

組
織

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

21
は
ぎ
市
民
会
議

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
１
０
２
）

田
町
商
店
街

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

○
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
・
・
・

フ
ロ
ム
Ｈ

　

世
界
各
地
で
続
発
す
る
天
災
被

災
者
へ
の
義
援
金
を
募
り
、
赤
十

字
へ
送
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
22
日
（
金
）、
23

日
（
土
・
祝
）
午
後
６
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

田
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内

■
内
容　

ア
ー
ケ
ー
ド
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
、
萩
焼
作
家
の
作
品
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
、
遊
歩
道
の
キ

ャ
ン
ド
ル
点
灯
（
１
本
１
０
０
円

）、音
楽
演
奏
（
マ
ッ
プ
カ
フ
ェ
）、

絵
画
展
示
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会　

　
　
　
　
　
（
２
６
・
２
２
０
１
）

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
行
事

■
と
き　

12
月
24
日
（
日
）
午
後

２
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩

「
萩
の
ま
ち
は

屋
根
の
な
い
博
物
館
」

萩
博
物
館
展
示
案
内

刊行価
格
３
５
０
円
（
Ｂ
５
判
56
ペ
ー
ジ
）

　

ニ
ッ
セ
イ
財
団
の
助
成
を
受

け
、
萩
博
物
館
の
常
設
展
示
の

解
説
を
写
真
と
と
も
に
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。

■
販
売
所　

萩
博
物
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

萩
博
物
館

（
２
５
・
６
４
４
７
）

年
末
年
始
も
開
館

■
山
根
正
次　

　

東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
、

コ
レ
ラ
病
予
防
に
活
躍
。
衛
生

行
政
の
父
と
い
わ
れ
、
私
立
日

本
医
学
校
（
日
本
医
科
大
学
の

前
身
）の
創
立
に
か
か
わ
っ
た
。
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「
草
の
芽
」
に
よ
る
手
遊
び
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
ク
リ
ス
マ
ス

に
ち
な
ん
だ
催
し

■
対
象
者　

幼
児
・
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

萩
・
年
末
お
魚
ま
つ
り

■
と
き　

12
月
27
日
（
水
）
〜
31

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
・
萩
し
ー

ま
ー
と

■
内
容　

年
末
年
始
用
の
生
鮮
魚

介
の
特
売
、
イ
リ
コ
の
つ
か
み
取

り
（
27
・
28
日
）

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン

　

テ
レ
ビ
放
映

　

12
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
大
会

の
模
様
が
録
画
放
送
さ
れ
ま
す
。

■
放
送
局
・
放
送
予
定
日　

○
山
口
朝
日
放
送
（
Ｙ
Ａ
Ｂ
）
12

月
23
日
（
土
・
祝
）
正
午
〜
12
時

55
分

○
九
州
朝
日
放
送
（
Ｋ
Ｂ
Ｃ
）
12

月
29
日
（
金
）
午
前
４
時
〜
４
時

55
分

■
番
組
名
「
第
７
回
維
新
の
里
萩

城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」　

◆マイたうん萩（10分間）
•12月21日放送 「年末年始の窓口業務、ごみの収集」
•12月28日放送 「萩博物館の展示」
問い合わせ　

　広報課（２５・３４７１）

萩市の行政番組（ケーブルテレビ）
放送予定

★毎週木曜放映

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
４
・
４
９
３
７
）

須
佐
特
産
「
暮
の
市
」

■
と
き　

12
月
28
日
（
木
）
午
前

８
時
30
分
〜
10
時
（
商
品
が
売
り

切
れ
次
第
終
了
）

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
広
場

■
内
容　

赤
米
の
稲
穂
を
使
っ
た

お
正
月
飾
り
や
お
餅
、
弥
富
こ
ん

に
ゃ
く
、
野
菜
、
花
な
ど
の
販
売

■
主
催　

暮
の
市
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
経
済
課　
　
　

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

田
万
川
「
暮
の
市
」

■
と
き　

12
月
28
日
（
木
）
〜
30

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
・
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ

■
内
容　

し
め
飾
り
・
鏡
餅
の
販

売
、
地
元
野
菜
の
セ
リ
市
ほ
か

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
・
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

わ（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
１
５
０
）

新
春
カ
ル
タ
大
会

■
と
き　

１
月
５
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

カ
ル
タ
（
百
人
一
首
）

と
り
を
し
な
が
ら
、
日
本
の
美
し

い
言
葉
に
親
し
も
う

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
可

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

萩
市
消
防
出
初
式

■
と
き　

１
月
７
日
（
日
）

■
と
こ
ろ
・
内
容

○
式
典
▽
午
前
９
時
〜
▽
市
民
館

※
各
方
面
団
一
括
し
て
実
施
。

○
観
閲
式
・
分
列
行
進
▽
午
前
10

時
40
分
頃
〜
▽
玉
江
河
川
公
園

○
救
助
訓
練
▽
午
前
11
時
頃
〜
▽

玉
江
河
川
公
園

○
一
斉
放
水

•
中
央
方
面
団
▽
午
前
11
時
10
分

頃
〜
▽
玉
江
河
川
公
園

•
川
上
、
田
万
川
、
む
つ
み
、
須

佐
、
旭
、
福
栄
の
各
方
面
団
▽
式

典
終
了
後
、
各
地
域
で
実
施

•
島
し
ょ
部
▽
全
行
事
終
了
後
、

各
島
で
実
施

■
参
加
者  

市
民
館
約
５
３
０
人
、

玉
江
河
川
公
園
約
３
５
０
人
（
消

防
団
員
、
消
防
職
員
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

※
当
日
、
萩
・
田
万
川
・
福
栄

地
域
で
は
、
午
前
７
時
に
非
常
用

サ
イ
レ
ン
を
１
分
間
鳴
ら
し
ま
す

が
、
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
警
防
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
７
８
４
）

今回から１月２日に統一！
平成19年 萩市成人式

　新成人のご参加をお待ちしています。当
日は案内状を忘れずにご持参ください。ま
た、会場内には家族の方の席を用意してい
ますので、一緒にご参加ください。
○須佐・田万川地域
　■と　き　平成19年１月２日（火）
　　　　　　午前10時～正午
　■ところ　須佐文化センター
○萩・川上・むつみ・旭・福栄地域
　■と　き　平成19年１月２日（火）
　　　　　　午後１時～３時
　■ところ　市民館

主催・問い合わせ　生涯学習課（２６・５６３６）

映画「長州ファイブ」
年末年始の上映！

■と　き　12月27日（水）～１月8日（月）
■ところ　萩ツインシネマ
■上映時間案内（２６・６７０６）
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●年末年始のごみ収集
　年末年始のごみ収集を次のように変更しますので、ご協力をお願いします。
　なお、年末はごみの搬入で施設周辺が大変混雑しますので、早目に通常の収集日にお出しください。

※12月29日の資源ごみ収集のうち、河添は缶・びん・ペットボトル・白色トレイ・有害ごみが対象
●直接持ち込みの場合
　年末年始の各施設へのごみの搬入は（午前8時30分～午後4時30分）については、次の表でご確認ください。
なお、12月30日は土曜日ですが、萩清掃工場と大井不燃物埋立処分場を開館しますので、萩リサイクルセンター
での休日ゴミ集積所は設置しません。

施設名 電話番号 12／29㈮ 12／30㈯ 12／31㈰ 1／1㈪ 1／2㈫ 1／3㈬
萩清掃工場 22・9731 ○ ○ × × × ×

萩リサイクルセンター 26・3196 ○ ○ × × × ×

田万川リサイクルセンター 08387・2・0340 × × × × × ×

大井不燃物埋立処分場 28・1308 ○ ○ × × × ×

田万川不燃物埋立処分場 08387・2・0340 × × × × × ×

燃やせるごみ
資源ごみ プラスチック製容器包装 燃やせないごみ

変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区

萩 12 月 29日
㈮は通常ど
おり収集　

1月 1日㈪、
2日㈫、3日
㈬の収集は
休み

１月１日
（第1月曜日）⇨

12月29日
㈮

河添、東田町
西田町、下五
間町、吉田町
古萩町

１月１日
（第1月曜日）⇨

12月29日
㈮

城東、樽屋町
今魚店町、細
工町、塩屋町
越ヶ浜

１月１日
（第1月曜日）⇨

12月29日
㈮

前小畑、中
小畑、後小
畑

１月２日
（第1火曜日）⇨

12月29日
㈮

無田ヶ原
無田ヶ原口

１月２日
（第1火曜日）⇨

12月29日
㈮

土原、目代
中津江、上野

１月２日
（第1火曜日）⇨

12月29日
㈮

川島、橋本
町、御許町
唐樋町

１月３日
（第1水曜日）⇨

12月30日
㈯

霧口、沖原、大
屋、笠屋、河内
椿、濁淵、雑式
町、青海・桜江

１月３日
（第1水曜日）⇨

12月30日
㈯

椎原、中の倉
松本市、船津
三見、明石
飯井

１月３日
（第1水曜日）⇨

12月30日
㈯ 江向

旭

対象地区なし

明木地区

対象地区なし
川上 1 月 3日㈬は収集

田万川
須佐 対象地区なし

むつみ
福栄 1月3日㈬の収集を1月4日㈭に変更

ごみ収集業務は、12月31日（日）から１月３日（水）まで休みですごみ収集業務は、12月31日（日）から１月３日（水）まで休みです

問い合わせ　環境衛生課（２５・３１４６）、各総合事務所市民生活課

◆
市
役
所
前
庭

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■
期
間　

１
月
４
日（
木
）ま
で

■
時
間　

午
後
５
時
〜
11
時

◆
Ｊ
Ｒ
萩
駅
前

萩
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ

■
期
間　

１
月
６
日（
土
）ま
で

■
時
間　

午
後
６
時
〜
11
時

◆
素
水
園
周
辺（
堀
内
）

城
下
街〝
萩
〞

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

■
期
間　

12
月
17
日（
日
）〜
25
日

（
月
）

■
時
間　

午
後
５
時
〜
11
時

◆
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
周
辺　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
須
佐
）

■
期
間　

１
月
７
日（
日
）ま
で

■
時
間　

午
後
５
時
〜
10
時

◆
市
役
所
前
庭

★
光
の
競
演
★

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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市役所の業務は、12月29日（金）から１月３日（水）まで休みです

戸籍、住民登録、印鑑証明、国民健康保
険、老人医療、年金、税務（証明、収納）
の各業務

12月29日（金）
午前８時30分～正午

本庁市民課・税務課・収納課　
各総合事務所市民生活課　
見島支所、大島・大井・三見出張所

下水道受益者負担金・集落排水処理施
設受益者分担金の収納業務

12月29日（金）
午前８時30分～正午

本庁収納課
各総合事務所市民生活課

水道料金・下水道使用料の収納業務 12月29日（金）
午前８時30分～正午

本庁水道業務課
各総合事務所市民生活課

火葬許可証の発行
死亡・出生届・その他の緊急用務

12月29日（金）～１月３日（火）
終日

本庁東口、各総合事務所、支所・出張
所の宿直室（佐々並支所は、午前８
時30分～午後５時15分のみ受付）

萩市民病院 12月29日（金）から１月３日（水）まで、外来診療は休診。
ただし、救急・急患を除きます。

萩博物館 年末年始も開館（午前９時～午後５時）

萩図書館（わくわく子ども図書館）
須佐・明木図書館

12月28日（木）～１月４日（木）休館　※須佐図書館の貸出カードを
お持ちの方は無人開放部分のみ休館日も利用できます。

そ
の
他
の
公
共
施
設

萩阿武川温泉ふれあい会館 年末年始も開館
田万川温泉憩いの湯 12月31日（日）午後６時～９時、１月１日（月）午前は休館
萩アクティビティパーク
ナチュラサーキット 12月31日（日）、１月１日（月）は休み

萩やすらぎ苑斎場、大島火葬場、見島
火葬場、田万川火葬場、須佐火葬場 １月１日（月）のみ休み

市役所の業務は、12月29日（金）から１月３日（水）まで休みです

総合事務所も窓口業務を実施！　萩博物館は年中無休！

次の窓口業務等については、休みが異なります。

【
水
道
管
の
凍
結
】

　

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
備
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
防
寒
の
方
法

　

屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
水
道
管
は
、
保
温
材
や
毛

布
、
布
な
ど
を
巻
き
、
さ
ら
に

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
と
効

果
的
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
に
は
、
毛
布
や
布
き
れ
な
ど

を
入
れ
、
周
囲
を
段
ボ
ー
ル
な

ど
で
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
気
温
が
下
が
っ
て
凍

結
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
蛇

口
を
少
し
開
い
て
水
を
流
し
て

お
く
と
凍
結
防
止
に
な
り
ま

す
。

○
水
道
が
凍
結
し
た
場
合

　

自
然
に
と
け
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
熱
湯
な
ど
を
急
に
か

け
る
と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の

バ
ル
ブ
を
右
に
ま
わ
し
て
水
を

止
め
る
か
、
破
裂
部
分
に
布
な

ど
を
巻
き
、
針
金
や
ヒ
モ
で
固

定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、

水
道
工
務
課
、
総
合
事
務
所
施

設
課
ま
た
は
お
近
く
の
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

【
濁
り
水
の
発
生
】

　

萩
地
域
で
は
マ
ン
ガ
ン
に
よ

る
濁
り
水
が
現
在
も
発
生
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け

て
の
水
道
使
用
量
の
増
加
に
伴

い
、
広
範
囲
に
濁
り
水
の
発
生

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
配
水
管
内
部
に
付

着
し
て
い
る
マ
ン
ガ
ン
を
排
除

す
る
た
め
、
放
水
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
放
水
中
に
濁

り
水
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
濁
り
水
が
発
生
し
た

場
合
は
、
飲
用
を
避
け
、
水
道

工
務
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。問

い
合
わ
せ　

水
道
工
務

課（
２
５
・
３
３
９
２
）

水
道
管
の
凍
結
と
濁
り
水
に
ご
注
意
を
！
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congratulation

慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※11月16日～11月30日受付分

■人の動き（平成18年11月末日）
　人口／58,560人（前月比－58）　男／26,972人（前月比－32）　
　女／31,588人（前月比－26）　世帯数／24,683世帯（前月比－９）
　出生／26人　死亡／87人（11月分）

お悔やみ申し上げます
氏名 年齢 死亡日 住　所

創作フラメンコ
「アモールdeお菊」

表紙

　江崎の西
さいどうじ

堂寺にかかわる民話を創作フラメン
コとして「アモールdeお菊」に仕立て上げ、
見て感激・驚嘆した。幕が開くと、子供達を含
む踊り手が、手造りの和装で登場。その斬新さ
と迫力で、まず圧倒。（中略）
　ロス・アミーゴスの皆さんの熱意と努力の結晶
がこの創作劇、これは地域文化の奇跡ではないか。

　本マグロ（クロマグロ）の若魚のことを全国的
に「よこわ」と呼びます。釣り上げた時に体表に
くっきりと横縞（横輪）が表れるのが名前の由来。
　見島は全国有数の本マグロの好漁場で、毎年晩
秋から冬のシーズンには 200kg～ 300kg といっ
た巨大な本マグロが水揚げされています。これら
の大型はそのまま空輸で東京築

つ き じ

地直行となります
が、10kg くらいまでの若魚は、萩の魚市場に大
量に入荷してきます。若魚とは言えども、王者本
マグロの子供、脂ものって、腹

は ら み

身のトロの部分
は格別の味。毎年 12 月に多獲期に入り、価格も
５kg クラス１本で 5,000 円程度と手の届く価格
で店頭に並びます。なお、時期を前後してコシナ
ガマグロやキハダマグロの若魚も水揚げされます
が、味はヨコワの勝ち。

co
n

d
o

len
ce

ヨコワ（クロマグロの若魚 ）

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

市長コラム（11月15日号）から
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